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長寿社会文化協会

▼	

千
葉
県
ふ
れ
プ
ラ
の
総
利
用
者
16
万
人
越
え
に

▼	

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
を
10
月
に
開
催

▼	

全
国
の
Ｗ
Ａ
Ｃ
ポ
イ
ン
ト
24
拠
点
の
活
動一覧

▼	

定
時
総
会
を
開
く

	

─
─
25
年
度
事
業
実
績
と
26
年
度
事
業
計
画
を
承
認
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事
業
の
収
支
差
は
黒
字
に

事
業
の
収
支
差
は
黒
字
に

会
員
減
少
が
続
く

会
員
減
少
が
続
く

公
益
社
団
法
人
・
長
寿
社
会
文
化
協
会
（
Ｗ
Ａ
Ｃ
）
は
、
６
月

25
日
㈭
の
午
後
２
時
か
ら
、
東
京
都
港
区
の
日
本
女
子
会
館
内
の

Ｗ
Ａ
Ｃ
会
議
室
で
定
時
総
会
を
開
い
た
。

ま
ず
、
平
野
（
佐
藤
）
陽
子
事
務
局
長
か
ら
「
現
時
点
で
、
議

決
権
を
有
す
る
正
会
員
は
73
人
で
す
。
本
日
の
出
席
者
12
人
と
出

席
と
見
な
さ
れ
る
正
会
員
は
合
わ
せ
て
52
人
に
上
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
出
席
者
は
正
会
員
の
過
半
数
で
あ
る
37
人
を
上
回
っ
て

い
ま
す
。
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
定
款
第
18
条
に
は
、
総
会
は
正
会
員
の
議
決

権
の
過
半
数
を
有
す
る
会
員
の
出
席
が
必
要
、
と
あ
り
、
こ
れ
を

満
た
し
て
い
ま
す
。
よ
っ
て
、
総
会
と
し
て
成
立
し
て
い
ま
す
」

と
の
報
告
が
あ
っ
た
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
は
総
会
前
に
、
議
決
権
行
使
書
と
委
任
状
を
Ｗ
Ａ
Ｃ
正

会
員
に
送
付
し
て
い
た
。
そ
の
う
ち
、
議
決
権
行
使
書
を
提
出
し

た
正
会
員
は
40
人
に
達
し
て
い
た
。
し
た
が
っ
て
、
当
日
の
出
席

者
12
人
と
合
わ
せ
た
参
加
者
は
52
人
と
な
る
。

服
部
万
里
子
理
事
長
が
挨
拶
に
立
ち
、「
Ｗ
Ａ
Ｃ
は
創
立
以
来

38
年
を
迎
え
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
歴
史
を
振
り
返
り
つ
つ
、
皆

さ
ん
と
共
に
さ
ら
に
前
進
、
発
展
を
さ
せ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
」
と
話
し
た
。

次
い
で
、
平
野
事
務
局
長
が
顧
問
弁
護
士
の
萩
生
田
知と

も

法の
り

さ
ん

を
紹
介
し
た
。
萩
生
田
弁
護
士
が
立
ち
上
が
り
、「
坂
東
総
合
法

律
事
務
所
に
所
属
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
お
力
に
な
れ
れ
ば
と

思
い
ま
す
」
と
自
己
紹
介
し
た
。

そ
の
後
、
定
款
第
17
条
の
規
定
に
基
づ
き
総
会
議
長
の
選
出
に

入
り
、
正
会
員
の
服
部
万
里
子
理
事
長
を
選
出
し
た
。
服
部
議
長

か
ら
「
総
会
を
円
滑
に
進
め
る
た
め
、
議
事
進
行
に
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
」
と
の
言
葉
が
あ
り
、
さ
ら
に
「
そ
れ
で
は
ま
ず
事

務
局
長
か
ら
報
告
事
項
を
受
け
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
促
し
た
。

平
野
事
務
局
長
が
「
会
員
異
動
に
つ
い
て
は
、
個
人
正
会
員
が

４
人
入
会
し
、
８
人
が
退
会
し
ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
正
会
員
は

73
人
と
な
り
ま
し
た
。
賛
助
会
員
と
配
偶
者
会
員
と
合
わ
せ
た
全

個
人
会
員
は
５
５
６
人
と
な
り
、
前
年
度
か
ら
97
人
減
少
し
ま
し

た
。
ま
た
、
ポ
イ
ン
ト
の
『
千
の
森
』
さ
ん
と
『
Ｗ
Ａ
Ｃ
仙
台
竹

細
工
趣
味
の
会
』
さ
ん
が
廃
止
と
な
り
ま
し
た
。
共
に
仙
台
で
活

動
し
て
い
ま
し
た
」
と
報
告
し
た
。

服
部
議
長
が
「
で
は
、
１
号
議
案
か
ら
審
議
に
入
り
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
進
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
に
つ
い
て
、
担
当
す
る
業

務
執
行
理
事
（
常
務
理
事
）
と
理
事
た
ち
が
説
明
を
始
め
た
。

第
１
号
議
案

２
０
２
５
年
度
の
事
業
報
告
に
つ
い
て

昨
年
12
月
に
Ｗ
Ａ
Ｃ
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
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し
た
。
そ
の
後
、
高
齢
者
疑
似
体
験
事
業
を
中
心
に
問
い
合
わ
せ

が
続
き
ま
し
た
。
今
後
も
積
極
的
な
情
報
発
信
に
努
め
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

開
催
し
た
理
事
会
は
そ
れ
ま
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
併
用
を
止
め
、

す
べ
て
対
面
で
行
い
ま
し
た
。
５
月
７
日
の
第
１
回
か
ら
翌
年
の

３
月
18
日
ま
で
、
全
部
で
６
回
開
き
ま
し
た
。

常
務
理
事
会
は
年
間
８
回
開
催
し
ま
し
た
。

全
体
の
収
入
実
績
は
１
億
５
５
４
２
万
円
と
な
り
、
支
出
は

１
億
５
５
０
１
万
円
で
し
た
。
こ
の
結
果
、
収
支
差
は
41
万
円
の

プ
ラ
ス
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
の
マ
イ
ナ
ス
21
万
５
０
０
０
円

か
ら
一
転
、
黒
字
と
な
り
ま
し
た
。

〈
公
益
事
業
１
﹀

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
（
ふ
れ
プ
ラ
）
は
指
定
管
理
者

と
し
て
第
６
期
目
を
迎
え
ま
し
た
。
利
用
人
数
は
前
年
度
を
上
回

る
16
万
人
の
大
台
に
達
し
、
利
用
料
収
入
で
も
予
算
を
達
成
で
き

ま
し
た
。

介
護
実
習
セ
ン
タ
ー
の
県
民
研
修
受
講
生
は
、
前
年
度
か
ら

38
人
増
え
て
千
葉
県
か
ら
の
目
標
値
４
５
０
０
人
を
上
回
る

４
８
７
５
人
と
な
り
ま
し
た
。
う
ち
、
出
張
・
オ
ン
ラ
イ
ン
講
座

は
65
講
座
を
開
催
、
２
７
０
８
人
が
受
講
し
、
出
張
研
修
先
も
10

市
町
と
県
内
に
広
が
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
イ
ベ
ン
ト
で
は
11
月
に
出
展
社
53
社
で
千
葉
県
福
祉
機

器
展
を
開
き
、
７
６
６
人
が
来
場
し
ま
し
た
。
２
月
に
は
、
認
知

症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
認
知
症
当
事
者
に
よ
る
講
演
会
を
開
き
、

２
９
６
人
が
来
場
さ
れ
大
好
評
で
し
た
。

新
規
事
業
と
し
て
、
第
１
回
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
交
流
会

を
開
き
、
県
内
の
同
セ
ン
タ
ー
職
員
43
人
が
参
加
し
、
有
意
義
な

交
流
が
で
き
ま
し
た
。

介
護
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
は
、
登
録
累
計
者
が
前
年
度

の
９
５
３
人
を
上
回
る
１
０
７
２
人
と
な
り
、
過
去
最
高
と
な
り
ま

し
た
。
年
間
利
用
者
は
千
葉
県
の
目
標
値
２
万
７
０
０
０
人
に
対
し
、

フ
リ
ー
の
利
用
者
を
中
心
に
大
幅
に
増
え
た
結
果
、
３
万
６
１
１
４

人
と
な
り
ま
し
た
。
前
年
度
は
３
万
２
１
７
２
人
で
し
た
。

千
葉
県
内
の
自
治
体
の
介
護
予
防
担
当
者
向
け
の
研
修
会
を

５
回
実
施
し
、
45
人
が
参
加
し
ま
し
た
。
故
障
修
理
を
終
え
て

再
開
２
年
目
の
低
温
サ
ウ
ナ
も
、
前
年
度
を
４
０
２
人
上
回
る

１
６
４
９
人
が
利
用
し
定
着
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

最
後
に
、
ふ
れ
あ
い
ホ
ー
ル
で
す
が
、
年
間
利
用
者
は
前
年
度

を
３
４
３
人
上
回
る
10
万
２
７
５
０
人
と
増
え
ま
し
た
。
こ
の
ほ

か
「
パ
ラ
ダ
ン
ス
ス
ポ
ー
ツ
体
験
会
」
や
「
ス
プ
リ
ン
グ
コ
ン
サ

ー
ト
」、我
孫
子
市
消
防
本
部
に
よ
る「
職
員
研
修
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習
会
」

な
ど
を
実
施
し
ま
し
た
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
は
、
受
審
事
業
所
が
高
齢
者

12
件
、
障
害
者
施
設
が
10
件
、
学
童
保
育
が
８
件
、
乳
児
院
と
児

童
養
護
施
設
が
共
に
１
件
ず
つ
の
合
計
32
件
と
な
り
ま
し
た
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
の
会
員
向
け
機
関
誌
「
ふ
れ
あ
い
ね
っ
と
」
は
25
年
８
月

に
第
２
９
１
号
を
、
26
年
３
月
に
は
２
月
に
開
い
た
「
第
12
回
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
全
国
交
流
会
」
を
特
集
し
た
第
２
９
２
号
を
発
行

し
ま
し
た
。
会
員
及
び
関
係
各
所
に
そ
れ
ぞ
れ
８
０
０
部
を
配
布
し

ま
し
た
。

︿
公
益
事
業
２
﹀

高
齢
者
の
雇
用
・
就
労
支
援
事
業
に
つ
い
て
は
、
東
京
都
港
区

の
「
み
な
と
＊
し
ご
と
55
」
の
事
業
が
、
22
年
２
月
に
終
了
し
ま

し
た
。
25
年
度
は
東
京
都
府
中
市
か
ら
「
障
害
福
祉
人
材
確
保
対

策
事
業
業
務
」
を
委
託
さ
れ
、
26
年
２
月
11
日
に
、
５
事
業
者
が

出
展
し
て
開
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
10
人
で
し
た
。

︿
公
益
事
業
３
﹀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
活
性
化
事
業
と
し
て
、
カ
フ
ェ
の
開

設
支
援
の
た
め
の
講
座
を
開
き
ま
し
た
。

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
で
は
、
県
民
研
修
と
し
て
「
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
」
を
25
年
10
月
５
日
か
ら
26
年
１

月
12
日
ま
で
全
10
回
実
施
し
ま
し
た
。

東
京
で
は
、
25
年
９
、
10
月
に
３
日
間
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ

フ
ェ
３
Ｄ
Ａ
Ｙ
講
座
」
を
Ｗ
Ａ
Ｃ
会
議
室
で
開
き
ま
し
た
。

両
講
座
な
ど
の
受
講
生
を
中
心
に
、「
第
12
回
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

カ
フ
ェ
全
国
交
流
会
」
を
東
京
・
飯
田
橋
の
東
京
し
ご
と
セ
ン
タ

ー
で
開
催
し
ま
し
た
。
カ
フ
ェ
の
先
駆
者
や
か
つ
て
の
受
講
生
、

同
年
度
の
講
座
受
講
生
な
ど
11
人
が
登
壇
し
、
ス
ラ
イ
ド
を
使
い

な
が
ら
事
業
の
内
容
や
計
画
を
発
表
し
ま
し
た
。
各
地
か
ら
84
人

が
集
ま
り
盛
況
で
し
た
。

ま
た
、
シ
ニ
ア
の
地
域
活
動
講
演
会
と
し
て
「
ウ
リ
ウ
リ
ば
あ

ち
ゃ
ん
の
『
今
が
楽
し
く
な
る
』
素
敵
な
生
活
」
お
話
会
を
３
月

７
日
に
、
板
橋
区
立
文
化
会
館
で
開
き
、
13
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

︿
収
益
事
業
１
﹀

高
齢
者
福
祉
の
人
材
育
成
事
業
は
、
東
京
し
ご
と
財
団
を
は
じ

め
、
東
京
都
と
町
田
市
の
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
、
そ
れ
に
品

川
区
、
文
京
区
、
板
橋
区
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
委
託
事
業
を
受
託
し
実

施
し
ま
し
た
。

後方で立って発言しているのは仙台市から来た金子賢二さん
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事業名
収入 支出 収支差

予算 実績 達成率 予算 実績 達成率 予算 実績 2024年度実績

共
通（
法
人
会
計
）

受取会費 2,400 2,079 87% 0 0 0％ 2,400 2,079 2,352 

雑収益 7,000 6,921 99% 0 0 0％ 7,000 6,921 6,743 

管理費 0 0 ─ 22,500 23,454 104% -22,500 -23,454 -25,253

組織運営費 0 0 ─ 340    946 278% -340 -946 -124

共通（法人会計）合計（A） 9,400 9,000 96% 22,840 24,400 107% -13,440 -15,400 -16,282 

公
益
事
業

公１

ふれあいねっと 0 0 0％ 1,800 1,903 106% -1,800 -1,903 -2,135 

第三者評価 10,000 12,055 121% 6,000 6,451 108% 4,000 5,604 5,031 

千葉指定管理 88,451 91,333 103% 88,451 87,608 99% 0 3,725 3,876 

公 2 就労支援 400 614 154% 200 507 254% 200 107 514 

公 3 コミュニティカフェ事業 600 184 31% 400 317 79% 200 -133 -12 

公益事業合計（Ｂ） 99,451 104,186 105% 96,851 96,786 100% 2,600 7,400 7,274 

収
益
事
業

収 1 受託研修（生活支援研修、他） 32,000 31,100 97% 24,000 26,356 110% 8,000 4,744 7,106 

収 2 高齢者 · 認知症疑似体験 6,000 6,111 102% 4,260 3,213 75% 1,740 2,898 186 

収 3 介護予防料理教室等 5,000 5,028 101% 3,900 4,260 109% 1,100 768 1,501 

収益事業合計（C） 43,000 42,239 98% 32,160 33,829 105% 10,840 8,410 8,793  

公益法人合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 151,851 155,425 102% 151,851 155,015 102% 0 410 -215 

東
京
し
ご
と
財
団
か
ら
の
受
託
事
業
、「
生
涯
現
役
社
会
推
進

事
業
」
は
、
55
歳
以
上
の
方
向
け
に
再
就
職
の
プ
ラ
ン
を
学
ん
で

も
ら
う
セ
ミ
ナ
ー
で
す
。
25
年
７
月
か
ら
翌
年
３
月
ま
で
都
内
60

カ
所
で
実
施
し
、
２
０
４
４
人
の
受
講
生
が
集
ま
り
ま
し
た
。

品
川
区
か
ら
の
「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
普
及
啓
発
事
業
」

は
、
同
区
が
推
進
す
る
お
互
い
様
運
動
を
小
学
生
や
住
民
に
広
め

よ
う
と
い
う
も
の
で
す
。
参
加
者
に
車
い
す
と
白
杖
を
体
験
し
て

も
ら
い
ま
し
た
。
５
つ
の
小
学
校
と
住
民
向
け
に
大
崎
第
一
地
域

セ
ン
タ
ー
で
開
き
、
小
学
生
は
４
５
２
人
、
住
民
は
24
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

文
京
区
と
板
橋
区
か
ら
は
共
に
、「
介
護
に
関
す
る
入
門
的
研

修
事
業
」
を
受
託
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
修
了
者
は
、
15
人
と

24
人
で
し
た
。

３
２
０
０
万
円
の
予
算
収
入
に
対
し
て
、
収
入
実
績
は

３
１
１
０
万
円
で
し
た
。

︿
収
益
事
業
２
﹀

高
齢
者
疑
似
体
験
セ
ッ
ト
の
貸
し
出
し
は
６
件
あ
り
ま
し
た
。

タ
カ
ラ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
、
望
星
薬
局
、
東
京
都
羽
村
市
社
会
福
祉

協
議
会
、三
菱
電
機
、ゴ
ー
ル
ド
パ
ッ
ク
、Ｗ
Ａ
Ｃ
わ
か
や
ま
で
す
。

東
京
都
台
東
区
の
18
の
小
学
校
で
、
児
童
向
け
に
高
齢
者
疑
似

体
験
を
行
い
ま
し
た
。
１
０
６
０
人
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
は
年
間
４
回
開
き
、
52
人
が
受
講
し

ま
し
た
。
高
知
県
社
会
福
祉
協
議
会
向
け
に
は
オ
ン
ラ
イ
ン
で
研

修
を
実
施
し
ま
し
た
。

６
０
０
万
円
の
収
入
予
算
に
対
し
て
、
実
績
は
６
１
１
万
円
と

な
り
ま
し
た
。

︿
収
益
事
業
３
﹀

東
京
都
品
川
区
か
ら
食
を
テ
ー
マ
に
し
た
３
つ
の
「
介
護
予
防

事
業
」を
引
き
続
き
受
託
し
ま
し
た
。「
高
齢
者
外
出
習
慣
化
事
業
」

は
、
高
齢
者
住
宅
の
食
堂
で
60
歳
以
上
の
区
民
向
け
に
食
事
を
月

１
回
提
供
す
る
も
の
で
す
。
延
べ
１
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
や
さ
し
い
手
料
理
教
室
」
は
２
会
場
で
、
全

40
回
開
き
、
延
べ
４
８
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。「
わ
く
わ
く
ク

ッ
キ
ン
グ
」
は
全
30
回
で
、
延
べ
３
６
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

〈
質
疑
応
答
〉

以
上
の
説
明
の
後
、
服
部
議
長
が
「
第
１
号
議
案
に
つ
い
て
質

問
が
あ
り
ま
す
か
」
と
声
を
掛
け
た
が
、
手
が
上
が
ら
な
か
っ
た
。

︿
監
査
報
告
と
採
決
﹀

次
に
、
監
事
の
前
田
宏
興
さ
ん
と
外
部
監
事
の
伊
東
修
平
さ
ん

か
ら
「
事
業
報
告
は
法
令
及
び
定
款
に
従
い
、
法
人
の
状
況
を
正

し
く
示
し
て
い
る
も
の
と
認
め
ま
す
」
な
ど
と
の
監
査
報
告
が
あ

っ
た
。
採
決
に
入
り
、
出
席
者
の
全
員
が
賛
成
し
第
１
号
議
案
を

承
認
、
可
決
し
た
。

第
２
号
議
案

２
０
２
６
年
度
の
事
業
計
画
に
つ
い
て

︿
公
益
事
業
１
﹀

千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
は
、
開
所
以
来
の
利
用
者
が

３
０
０
万
人
を
越
え
、
今
年
度
に
開
業
20
周
年
の
節
目
を
迎
え

ま
す
。

介
護
実
習
セ
ン
タ
ー
で
は
、
県
民
研
修
を
１
０
５
講
座
開
き
ま

す
。
認
知
症
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
は
じ
め
福
祉
機
器
展
、
地
域
の
茶

の
間
、
認
知
症
助
け
合
い
カ
フ
ェ
・
認
知
症
家
族
の
集
い
・
本
人

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
働
く
世
代
の
ケ
ア
ラ
ー
ズ
カ
フ
ェ
な
ど
を
開
催

す
る
計
画
で
す
。

介
護
予
防
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
で
は
、
介
護
予
防
講
習
と

し
て
一
般
向
け
教
室
を
３
講
座
、
登
録
者
向
け
教
室
を
９
講
座
開

き
ま
す
。
認
知
症
予
防
啓
発
イ
ベ
ン
ト
を
２
回
、
自
治
体
・
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
向
け
介
護
予
防
担
当
者
研
修
も
５
回
予
定
し

て
い
ま
す
。

２
０
２
５
年
度
実
績
を
86
万
円
上
回
る
９
２
２
０
万
円
を
26
年

度
の
予
算
収
入
と
し
て
組
み
ま
し
た
。

会
員
向
け
機
関
誌
の
「
ふ
れ
あ
い
ね
っ
と
」
は
、
８
月
と
翌
年

３
月
の
２
回
発
行
す
る
計
画
で
す
。

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
は
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
が
取
り
組
み
だ

し
て
20
年
近
く
な
り
ま
す
。
評
価
対
象
の
決
定
法
に
は
、
入
札
方

式
と
個
別
契
約
方
式
が
あ
り
ま
す
。

応
募
価
格
の
競
争
で
、
よ
り
低
価
格
を
示
し
た
評
価
者
に
決
ま

る
入
札
方
式
で
は
、
忙
し
い
だ
け
で
終
わ
っ
て
し
ま
う
こ
と
に
な

2025年度収支実績

（単位：千円）
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事業名
収入 支出 収支差

予算 前年度実績 増減額 予算 前年度実績 増減額 予算 前年度実績 増減額

共
通（
法
人
会
計
）

受取会費 2,400 2,079 321 0 0 0 2,400 2,079 321

雑収益 7,000 6,921 79 0 0 0 7,000 6,921 79

管理費 0 0 0 20,398 23,454 -3,056 -20,398 -23,454 3,056

組織運営費 0 0 0 340 946 -606 -340 -946 606

共通（法人会計）合計（A） 9,400 9,000 400 20,738 24,400 -3,662 -11,338 -15,400 4,062

公
益
事
業

公１

ふれあいねっと 0 0 0 1,800 1,903 -103 -1,800 -1,903 103

第三者評価 10,000 12,055 -2,055 6,000 6,451 -451 4,000 5,604 -1,604

千葉指定管理 92,202 91,333 869 92,202 87,608 4,594 0 3,725 -3,725

公 2 就労支援 400 614 -214 300 507 -207 100 107 -7 

公 3 コミュニティカフェ事業 600 184 416 500  317 183 100 -133 233

公益事業合計（Ｂ） 103,202 104,186 -984 100,802 96,786 4,016 2,400 7,400 -5,000

収
益
事
業

収 1 受託研修（生活支援研修、他） 32,000 31,100 900 26,502 26,356 146 5,498 4,744 754 

収 2 高齢者 · 認知症疑似体験 6,500 6,111 389 4,260 3,213 1,047 2,240 2,898 -658

収 3 介護予防料理教室等 4,000 5,028 -1,028 2,800 4,260 -1,460 1,200 768 432

収益事業合計（C） 42,500 42,239 261 33,562 33,829 -267 8,938 8,410 528

公益法人合計（Ａ＋Ｂ＋Ｃ） 155,102 155,425 -323 155,102 155,015 87 0 410 -410

2026年度予算

（単位：千円）

り
か
ね
ま
せ
ん
。
前
年
度
の
品
川
区
の
学
童
保
育
所
の
よ
う
に
、

初
め
て
の
事
業
所
で
あ
れ
ば
、
勉
強
に
な
り
そ
れ
な
り
に
得
る
と

こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
で
き
る
だ
け
個
別
契
約
の
事
業
所
を
増
や
し
、
長

い
付
き
合
い
を
し
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。　

︿
公
益
事
業
２
﹀

自
治
体
か
ら
の
福
祉
人
材
確
保
対
策
事
業
の
受
託
を
計
画
し
て

い
ま
す
。
前
年
度
の
収
入
は
61
万
円
で
し
た
が
、
本
年
度
の
予
算

で
は
40
万
円
と
し
て
い
ま
す
。

︿
公
益
事
業
３
﹀

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
全
国
交
流
会
を
来
年
の
２
月
27
日
㈯

に
東
京
都
港
区
の
増
上
寺
内
の
慈
雲
閣
（
ホ
ー
ル
）
で
開
催
す
る

予
定
で
す
。
コ
ロ
ナ
禍
で
中
断
し
て
い
ま
し
た
が
、
一
昨
年
に
復

活
さ
せ
、
前
年
に
引
き
続
き
開
催
す
る
も
の
で
す
。

全
国
交
流
会
に
先
立
ち
、
千
葉
県
と
東
京
都
内
で
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
支
援
講
座
を
開
き
ま
す
。

千
葉
県
で
は
、
千
葉
県
福
祉
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
県
民
研
修
と

し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
開
設
講
座
を
10
～
11
月
に
全
７
回
開

講
し
ま
す
。
東
京
都
内
で
は
６
月
中
に
、
全
３
回
の
講
座
を
「
３

Ｄ
Ａ
Ｙ
講
座
」
と
し
て
開
き
ま
し
た
。

︿
収
益
事
業
１
﹀

高
齢
者
福
祉
関
係
の
介
護
の
入
門
的
研
修
や
生
活
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
研
修
を
自
治
体
や
団
体
か
ら
受
託
す
る
予
定
で
す
。

東
京
新
宿
区
か
ら
「
家
族
介
護
講
演
会
、
家
族
会
応
援
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
養
成
講
座
及
び
家
族
会
応
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
交
流
会
事

業
」
を
57
万
円
で
受
託
し
ま
し
た
。
家
族
介
護
講
演
会
は
９
月
２

日
に
開
き
ま
す
。

東
京
し
ご
と
財
団
か
ら
の
生
涯
現
役
社
会
推
進
事
業
も
引
き
続

き
受
託
す
る
予
定
で
す
。

︿
収
益
事
業
２
﹀

高
齢
者
疑
似
体
験
事
業
は
、
東
京
都
台
東
区
内
の
18
小
学
校
で
、

約
１
０
０
０
人
の
児
童
を
対
象
に
６
月
か
ら
実
施
し
始
め
ま
し
た
。

ま
た
、
４
月
に
は
株
式
会
社
オ
カ
ム
ラ
の
労
働
組
合
向
け
に
、

汐
留
オ
フ
ィ
ス
内
で
疑
似
体
験
を
実
施
し
ま
し
た
。
次
い
で
、
望

星
薬
局
で
新
入
社
員
向
け
の
研
修
に
入
り
ま
す
。

イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー
研
修
は
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
主
催
が
年
間
５
回
、
高

知
県
社
会
福
祉
協
議
会
主
催
で
も
実
施
予
定
で
す
。

　︿
収
益
事
業
３
﹀

東
京
都
品
川
区
か
ら
受
託
し
て
い
る
介
護
予
防
事
業
は
、
本
年

度
も
引
き
続
き
行
い
ま
す
。

「
高
齢
者
外
出
習
慣
化
事
業
」
は
、
品
川
区
大
井
林
町
高
齢
者
住

宅
の
食
堂
で
、
60
歳
以
上
の
区
民
向
け
に
月
に
１
回
、
第
３
火
曜

日
に
開
き
ま
す
。
４
月
か
ら
始
め
、
毎
回
約
15
人
が
集
ま
り
ま
す
。

「
シ
ニ
ア
の
た
め
の
や
さ
し
い
手
料
理
教
室
」
は
、
65
歳
以
上
の

品
川
区
民
を
対
象
に
、
荏
原
文
化
セ
ン
タ
ー
と
品
川
介
護
福
祉
専

門
学
校
の
２
会
場
で
、
年
間
40
回
開
き
ま
す
。

︿
採
決
﹀

服
部
議
長
が
出
席
会
員
に
採
決
を
求
め
、
全
員
が
賛
成
し
、
承

認
可
決
し
た
。

各事業の報告や計画について聞く出席者
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福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
事
業
で
は
、

５
月
23
日
㈯
に
評
価
者
た
ち
の
交
流
会
を
開

き
ま
し
た
。
参
加
し
た
の
は
、
評
価
を
実
際

に
手
掛
け
て
い
る
10
人
の
評
価
者
の
方
々
と
事

務
局
３
人
、そ
れ
に
平
野
陽
子
事
務
局
長
で
す
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
が
こ
の
事
業
を
始
め
た
時
か
ら
の

評
価
者
が
多
い
で
す
が
、
改
め
て
昨
年
度
の

評
価
実
績
の
報
告
に
始
ま
り
、
評
価
リ
ー
ダ

ー
の
役
割
、
個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
の
規
定

の
確
認
、
文
章
表
記
の
統
一
な
ど
の
情
報
共

有
を
行
い
、
意
見
交
換
を
し
ま
し
た
。

個
人
情
報
保
護
に
つ
い
て
は
、
評
価
を
受
け

る
福
祉
事
業
所
で
も
、
職
員
が
事
業
所
内
部
の

様
子
を
Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
独
断
で
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
な
ど

が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
各
事
業
所
は
職
員
と

の
誓
約
な
ど
を
強
化
し
てい
ま
す
。そ
の
た
め「
Ｗ

Ａ
Ｃ
の
現
状
の
規
定
で
は
不
十
分
で
は
な
い
か
」

「
さ
ら
な
る
項
目
を
入
れ
て
い
く
べ
き
」
と
の
ご

意
見
を
評
価
者
か
ら
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
昨
年
度
の
特
筆
す
べ
き
評
価
事
業

と
し
て
、
東
京
都
品
川
区
内
８
カ
所
の
小
学

校
に
併
設
さ
れ
た
「
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
」
の

評
価
に
初
め
て
取
り
組
ん
だ
こ
と
が
挙
げ
ら

れ
ま
す
。「
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
」
と
は
学
童

保
育
と
放
課
後
児
童
教
室
を
組
み
合
わ
せ
た

品
川
区
独
自
の
児
童
施
設
で
す
。

東
京
都
の一
般
的
な
評
価
方
式
と
異
な
り
、

品
川
区
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
評
価
機
関
や
評
価

者
、
評
価
内
容
が
す
で
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

新
し
い
報
告
書
の
書
式
作
成
や
ア
ン
ケ
ー
ト

集
計
が
あ
り
ま
し
た
。
多
い
と
こ
ろ
は
２
０
０

人
を
超
え
る
子
ど
も
と
２
０
０
人
を
超
え
る

保
護
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
そ
れ
ぞ
れ
の
回
答
や

職
員
ア
ン
ケ
ー
ト
を
集
計
し
ま
し
た
。
自
由
記

載
欄
も
多
く
、
グ
ラ
フ
と
組
み
合
わ
せ
て
見
や

す
い
集
計
結
果
の
報
告
書
を
作
成
し
ま
し
た
。

こ
の
集
計
結
果
を
踏
ま
え
て
訪
問
調
査
を
行

い
、
評
価
結
果
につい
て
フ
ィ
ー
ド
バッ
ク
（
評
価

さ
れ
る
側
と
の
共
有
）
も
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
品
川
区
か
ら
「
こ
れ
ま
で
３
年
に
わ
た
る
評

価
活
動
の
中
で
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
が
初
め
て
フィ
ー
ド
バッ

ク
を
行
い
、
現
場
の
職
員
と
共
有
し
て
く
れ
た
」

と
の
お
話
を
い
た
だ
き
、
充
実
し
た
評
価
に
対
し

大
変
好
意
的
な
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

事
務
局
は
苦
労
し
ま
し
た
が
、
評
価
者
た

ち
に
は
新
分
野
に
大
変
意
欲
的
に
挑
ん
で
い

た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
児
童
分
野
で
の

評
価
の
義
務
化
が一層
進
ん
で
い
き
そ
う
で
す
。

さ
ら
に
、
Ｄ
Ｖ
被
害
を
受
け
た
女
性
な
ど

の
自
立
を
支
援
す
る
事
業
を
含
む
「
社
会
的

養
護
施
設
」
へ
の
第
三
者
評
価
も
必
須
に
な

っ
て
い
き
ま
す
。
東
京
都
評
価
推
進
機
構
の

社
会
的
養
護
施
設
評
価
研
修
を
積
極
的
に
受

け
た
評
価
者
が
現
在
４
人
活
動
し
て
い
ま
す
。

今
年
度
に
「
社
会
的
養
護
評
価
機
関
」
と
し

て
認
証
申
請
を
新
た
に
行
い
、
審
査
を
経
て

認
証
さ
れ
ま
し
た
。

（
理
事
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の

�

第
三
者
評
価
事
業
担
当
／
濱 

洋
子
）

W
A
C
は
、
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設

を
支
援
す
る
3
日
間
の
「
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
フ

ェ
3
D
A
Y
講
座
」
を
東
京
で
開
き
ま
し
た
。

2
0
2
6
年
6
月
6
日
、
13
日
、
20
日
の
3

日
間
で
す
。
講
座
は
い
ず
れ
も
W
A
C
本
部

の
会
議
室
で
、
全
日
程
を
無
事
に
終
了
い
た

し
ま
し
た
。

東
京
で
の
3
D
A
Y
講
座
は
、
前
年
度
か

ら
始
め
た
も
の
で
、
今
回
は
8
人
の
受
講
生

を
迎
え
ま
し
た
。
各
自
が
目
指
す
事
業
計
画

の
具
現
化
に
向
け
て
、
終
始
真
摯
な
姿
勢
で

講
義
に
耳
を
傾
け
、
学
び
を
深
め
ら
れ
ま
し

た
。N

P
O
法
人
ド
リ
ー
ム
タ
ウ
ン
（
東
京
都

板
橋
区
）
代
表
理
事
の
井
上
温
子
さ
ん
と
税

理
士
の
伊
東
修
平
さ
ん
が
講
師
と
な
り
、
多

世
代
交
流
の
拠
点
づ
く
り
か
ら
持
続
可
能
な

組
織
運
営
の
た
め
の
資
金
計
画
ま
で
、
実
践

的
な
知
見
を
体
系
的
に
学
ぶ
3
日
間
と
な
り

ま
し
た
。

最
終
日
の
事
業
計
画
発
表
で
は
2
人
の
講

師
か
ら
示
唆
に
富
む
講
評
を
い
た
だ
き
、
そ

の
後
の
茶
話
会
も
大
い
に
活
気
づ
き
ま
し
た
。

「
さ
ら
に
プ
ラ
ン
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、

後
日
再
び
皆
で
集
ま
ろ
う
」
と
の
声
も
あ
り
、

受
講
生
同
士
の
絆
も
深
ま
る
実
り
豊
か
な
交

流
の
場
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
10
、
11
月
に
は
、
千
葉
県
福
祉
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
（
我
孫
子
市
）
の
県
民
研
修
と

し
て
全
7
日
間
の
「
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェ
開
設

講
座
」
を
開
講
い
た
し
ま
す
。

2
0
1
4
年
の
開
始
以
来
、
千
葉
市
内
の

会
場
を
拠
点
に
毎
年
「
出
張一般
県
民
研
修
」

と
し
て
着
実
に
実
績
を
重
ね
て
き
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
心
機
一
転
、
会
場
を
千
葉
県
市
川

市
に
移
し
ま
す
。
N
P
O
法
人
ダ
イ
バ
ー
シ
テ

ィ
工
房
が
運
営
す
る
「
地
域
の
学
び
舎
プ
ラ

ッ
ト
」
を
会
場
と
し
、
新
た
な
環
境
で
受
講

生
を
お
迎
え
し
ま
す
。 

初
夏
の
東
京
、
高
秋
の
千
葉
、
こ
れ
ら
双

方
の
講
座
で
研
鑽
を
積
ま
れ
た
受
講
生
た
ち

に
、
来
年
2
月
27
日
（
土
）
に
W
A
C
が
開

催
す
る
「
第
13
回
コ
ミュニ
テ
ィ
カ
フェ
全
国
交

流
会
」
で
独
自
の
カ
フェ
開
設
プ
ラ
ン
の
発
表

者
に
な
っ
て
も
ら
い
ま
す
。
地
域
社
会
の
新
た

な
紐
帯
を
紡
ぎ
出
す
受
講
生
た
ち
の
ユニ
ー
ク

な
プ
ラ
ン
作
り
に
期
待
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
理
事
・
事
業
部
／
若
林
麻
衣
）

品
川
区
の「
す
ま
い
る
ス
ク
ー
ル
」を
初
評
価

福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
第
三
者
評
価
事
業

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
開
設
支
援

活 動 報 告活 動 報 告

「3DAY 講座」の 2 回目。講師は伊東さん

10 月から始める
コミュニティカフェ開設講座のチラシ

東
京
都
と
千
葉
県
で
講
座
を
開
催

東
京
都
と
千
葉
県
で
講
座
を
開
催

品川区の「すまいるスクール」
事業の説明冊子
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Ｗ
Ａ
Ｃ
が
修
学
旅
行
の
訪
問
先
に
な
り
ま

し
た
。
岡
山
市
に
あ
る
学
校
法
人
就
実
学

園
の
就
実
高
等
学
校
の
高
校
２
年
生
33
人
が
、

10
月
７
日
に
来
訪
し
ま
す
。

高
校
の
学
習
指
導
要
領
に
「
総
合
的
な
学

習
」
が
導
入
さ
れ
、
社
会
と
の
直
接
的
な
体

験
に
よ
る
自
主
的
な
学
び
が
重
視
さ
れ
出
し

て
い
ま
す
。
修
学
旅
行
に
つ
い
て
も
、
観
光
体

験
か
ら
学
び
の
体
験
に
変
わ
り
つ
つ
あ
る
中
、

Ｗ
Ａ
Ｃ
が
学
び
の
対
象
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

こ
の
訪
問
は
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
が
「
探
究
型
修
学

旅
行
」
を
手
掛
け
る
株
式
会
社
Ｔ
Ｏ
Ｋ
Ｙ
Ｏ 

Ｅ
Ｄ
Ｕ
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ 

Ｌ
Ａ
Ｂ
が
就
実
高
等

学
校
の
訪
問
先
と
し
て
選
考
し
た
７
団
体
の

ひ
と
つ
と
な
っ
た
こ
と
に
よ
り
ま
す
。
７
団
体

へ
の
訪
問
は
、
関
東
の
大
都
市
圏
に
お
け
る

組
織
の
在
り
方
や
働
き
方
を
肌
で
感
じ
る
と

と
も
に
、リ
ア
ル
な
社
会
課
題
に「
自
分
ご
と
」

と
し
て
取
り
組
み
、
課
題
解
決
の
プ
ロ
セ
ス
を

学
ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

今
回
、
生
徒
た
ち
が
挑
む
社
会
課
題
は
、

Ｗ
Ａ
Ｃ
が
提
示
し
た
「
シ
ニ
ア
と
若
者
が一
緒

に
未
来
を
つ
く
る
地
域
イ
ベン
ト
を
企
画
し
て

ほ
し
い
！
」
と
い
う
も
の
で
す
。

世
代
間
の
つ
な
が
り
が
薄
れ
、
お
互
い
が

孤
立
し
や
す
い
社
会
状
況
を
背
景
に
、
シ
ニ
ア

の
「
深
い
経
験
や
ス
キ
ル
」
と
高
校
生
の
「
最

新
ト
レ
ン
ド
や
柔
軟
な
感
性
」
を
融
合
さ
せ
、

す
べ
て
の
世
代
が
心
を
躍
ら
せ
る
イ
ベン
ト
内

容
と
集
客
の
「
仕
掛
け
」
を
考
案
す
る
こ
と

が
彼
ら
の
任
務
で
す
。

当
日
は
生
徒
た
ち
が
実
際
に
Ｗ
Ａ
Ｃ
事
務

所
を
訪
問
し
、
代
表
グ
ル
ー
プ
が
課
題
解
決

ア
イ
デ
ア
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン
を
行
い
ま
す
。

現
場
の
人
間
か
ら
直
接
講
評
を
も
ら
う
こ
と

で
、
生
徒
自
身
の
今
後
の
進
路
や
将
来
へ
繋

げ
て
い
く
大
切
な
契
機
と
な
り
ま
す
。

こ
れ
に
先
立
ち
、
５
月
28
日
に
は
オ
ン
ラ

イ
ン
で
の
事
前
学
習
を
実
施
し
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
理

事
の
向
井
と
若
林
が
講
師
を
担
当
し
ま
し
た
。

10
月
の
訪
問
ま
で
の
４
カ
月
の
間
に
、
生
徒

た
ち
は
互
い
に
ア
イ
デ
ア
を
競
い
合
い
、
探
究

学
習
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｗ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
咀
嚼
し
な
が
ら
、
Ｗ
Ａ

Ｃ
か
ら
提
示
さ
れ
た
社
会
課
題
に
ど
の
よ
う

な
対
応
を
示
し
て
く
る
の
か
。
高
校
生
な
ら

で
は
の
柔
軟
で
瑞
々
し
い
発
想
か
ら
生
み
出
さ

れ
る
提
案
に
、
今
か
ら
大
き
な
期
待
が
膨
ら

み
ま
す
。�

（
理
事
・
事
業
部
／
若
林
麻
衣
）

Ｗ
Ａ
Ｃ
は
３
月
７
日
、「
ウ
リ
ウ
リ
ば
あ
ち

ゃ
ん
の
『
今
が
楽
し
く
な
る
』
素
敵
な
生
活

お
話
会
」
を
板
橋
区
立
文
化
会
館
で
開
き
ま

し
た
。

人
気
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
と
し
て
６
万
人
も
の

登
録
者
を
持
つ
ウ
リ
ウ
リ
ば
あ
ち
ゃ
ん
（
本

名
は
公
表
し
て
い
ま
せ
ん
）
が
登
壇
し
ま
し

た
。
長
野
県
八
ヶ
岳
の
森
で
40
年
間
、
機
織

り
や
染
め
物
、
発
酵
食
品
作
り
、
薪
割
り
な

ど
日
々
の
暮
ら
し
を
「
作
品
」
に
変
え
る
豊

か
な
独
り
暮
ら
し
を
続
け
て
い
ま
す
。
田
舎

暮
ら
し
の
様
子
や
家
族
の
物
語
、
そ
し
Ｙｏｕ

Ｔｕ
ｂｅ
で
の
発
信
の
手
法
な
ど
を
語
り
ま
し

た
。次

な
る
目
標
は
「
女
優
に
な
る
こ
と
」
と

話
し
、
参
加
者
を
驚
か
せ
ま
し
た
。
幼
少
期

に
出
会
っ
た
映
写
技
師
の
叔
父
か
ら
の
「
映

画
に
出
れ
ば
い
つ
で
も
会
え
る
か
ら
」
と
い
う

言
葉
が
忘
れ
ら
れ
な
い
か
ら
で
す
。「
叶
う
か

ど
う
か
よ
り
、
挑
戦
す
る
こ
と
に
価
値
が
あ

る
」。
年
齢
を
軽
く
飛
び
越
え
て
挑
戦
し
続

け
る
姿
は
、
参
加
者
に
大
き
な
勇
気
を
与
え

ま
し
た
。

第
２
部
は
、
Ｗ
Ａ
Ｃ
常
務
理
事
で
福
祉
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
の
浅
川
澄
一
さ
ん
と
の
対
談
と

な
り
、
自
身
の
Ａ
Ｄ
Ｈ
Ｄ
（
注
意
欠
如
・
多

動
症
）
と
い
う
特
性
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
ま

し
た
。
60
歳
代
に
な
っ
て
か
ら
診
断
を
受
け

た
と
そ
う
で
す
が
、
プ
ラ
ス
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と

し
て
活
か
し
て
き
た
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

自
分
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
、
結
果
と
し

て
周
囲
や
人
生
を
豊
か
に
し
て
い
く
の
だ
、
と

い
う
実
感
が
伝
わ
る
対
談
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
夫
婦
別
居
生
活
に
つ
い
て
も
深
い
学

び
が
あ
り
ま
し
た
。
家
族
が
近
く
に
い
る
こ

と
だ
け
が
正
解
で
は
な
く
、
離
れ
て
暮
ら
し

て
い
て
も
、
互
い
に
と
っ
て
心
地
よ
い
距
離
感

で
想
い
合
う
多
様
な
愛
の
形
が
あ
っ
て
よ
い
の

だ
と
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。

第
３
部
で
は
、
参
加
者
が
グ
ル
ー
プ
を
作

り
、
自
分
の
中
に
眠
ら
せ
て
い
た
夢
を
語
り

合
う
「
夢
の
棚
卸
し
」
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

ウ
リ
ウ
リ
ば
あ
ち
ゃ
ん
か
ら
「
今
の
自
分

に
で
き
る
形
で一歩
だ
け
踏
み
出
せ
れ
ば
よ
い
」

と
い
う
温
か
な
エ
ー
ル
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

な
お
、こ
の
催
し
は「
い
た
ば
し
対
話
プ
ラ
ス
」

（
間
中
り
ん
ぺ
い
、
桑
本
巌
共
同
代
表
）
と

の
共
催
で
し
た
。

�
（
理
事
・
事
業
部
／
若
林
麻
衣
）

「
ウ
リ
ウ
リ
ば
あ
ち
ゃ
ん
」と
語
り
合
う

岡
山
市
の
高
校
生
33
人
が
Ｗ
Ａ
Ｃ
を
訪
問

10
月
に「
探
究
型
修
学
旅
行
」を
実
践

森
暮
ら
し
の
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
が
体
験
を
披
露

WAC を訪問する岡山市の就実高等学校

「ウリウリばあちゃん」の話を聞く参加者たち



8

北海道�
わっく室蘭� 鈴木 健生
〶	050-0072　室蘭市高砂町1-10-17
☎	0143-45-2034　 wacmuro@oregano.ocn.ne.jp
	https://www.wacmuroran.jp/

「さあ、出てきませんか？」の呼びかけ
から始まり、今年で 35 年目を迎えます。
ボランティア活動、会員の交流行事は現
在休止中です。訪問介護、居宅介護支援、
地域密着型通所介護の介護保険事業と居
宅介護、同行援護の障害福祉サービス事
業を中心に高齢者、障がい者の在宅介護
支援を行っています。

東北
WAC東北ネットワークセンター� 金子 賢二
〶	983-0852　宮城県仙台市宮城野区榴岡3-2-5
	 サンライズ仙台2階 LSC内
☎090-2845-8901
kaneko111@hotmail.co.jp

今年も新しい WAC ポイントの立ち上げ
を目指します。
・毎月 1 回の読書会
・電気ろくろを使用した陶芸
・仙台近郊の 2 カ所で畑作業
・木彫り
・和菓子作り
などを、やりたい者が集まって行ってい
ます。

WACまごころサービスみやぎ� 横濱 敬子
〶	980-0011　宮城県仙台市青葉区上杉1-16-4　センチュリー青葉601
☎	022-215-4353　 waccare@gol.com
1993 年に活動開始以来、33 年になります。現在は介護事業（訪問介護サービス、
居宅介護支援、障害者支援）、独自サービスとして主に家事支援、子育て支援と
して保育園（小規模保育事業 A 型）を運営しています。人手不足に加え、スタ
ッフ・ヘルパーも高齢になって大変ですが、保育園だけは子どもたちはもちろん、
職員も元気いっぱいです。おかげで私たちもそのエネルギーをもらって頑張って
います。

関東
WACとちぎ� 髙村 和夫
〶	320-0842　栃木県宇都宮市京町11-1　タスコ内
☎	028-637-2488　 info@kenkouma-t.com
	http://kenkouma-t.com/

月 3 回　原則第 1・第 2・第 3 水曜日 13 ～ 17 時に、公共施設を利用して
初心者や経験者が気軽に参加できる「健康マージャン教室」を開催しています。
マージャン卓・牌の無料貸し出しも行っています。

WACぐんま� 後藤 満里子
〶	378-0061　群馬県沼田市岡谷町1077-2
☎	0278-22-0705　 oze-info@oze-nadeshiko.com
	https://npoozenadeshiko.wixsite.com/website/

2025 年度は、前年から引き続き、毎月第 2 土曜日に「子育ての日」を開催し
ました。地域の子どもや高齢者を誘い「高齢者疑似体験会」を行いました。また、
地域の多くの皆様にジャガ芋収穫等を楽しんでいただきました。沼田市の広報誌
に「子育ての日」のお知らせを毎月載せていただいています。約 50㎝四方の
マス目で出来た大きな「あみ」を床に敷き、その「あみ」を踏まないようにゆ
っくり慎重に歩く「ふまねっと運動」などにチャレンジしていただけました。この
イベントは 2026 年度も継続していくことになりました。地域の「元気」や担い
手が増えることを祈って、今年度も頑張りたいと思っています。

WAC浦和　ケア・ハンズ� 大麻 みゆき
〶	330-0073　埼玉県さいたま市浦和区元町2-5-1　アーバン元町102
☎	048-813-1006　 c9a9r5e@nifty.com
	https://carehands1995.jimdofree.com/

介護保険枠外でのホーム・ヘル
プサービスを主な活動として実
施しています。高齢者・障がい
者のことを理解してもらう啓発
活動は、企業担当者向けに高齢
者疑似体験研修を数回実施しま
した。小学生向け高齢者疑似体
験「つくし君」は活動要請が少
なくなりました。

全国のWACポイント一覧
地域で交流し、助け合い活動を続けている
全国のWACの仲間たちが、さまざまな地域活動を行っています。興味のある活動がありましたら、ぜひ参加してみてください。全国のWACの仲間たちが、さまざまな地域活動を行っています。興味のある活動がありましたら、ぜひ参加してみてください。
また、「自分たちでも新しく活動を始めてみたい」と思われたら、WAC本部までご連絡ください。会員が3人集まれば、新しい活動また、「自分たちでも新しく活動を始めてみたい」と思われたら、WAC本部までご連絡ください。会員が3人集まれば、新しい活動
グループ「ポイント」を作ることができます。グループ「ポイント」を作ることができます。
ポイント登録をしていただくと、活動中のケガや賠償事故の際にも保険による補償が適用されるため、安心して活動ができます。ポイント登録をしていただくと、活動中のケガや賠償事故の際にも保険による補償が適用されるため、安心して活動ができます。

※ネットワークセンター名・ポイント名　代表者名（敬称略）
※〶郵便番号　☎電話番号　 FAX番号　 Eメールアドレス
ホームページ　 Facebook　 X　 Instagram

㉔

昨年 11 月に開いた「デイサービスわっ
くの家作品展」で記念撮影

窯に並んだ皿や湯呑みなどの陶芸作品

雨の日も元気いっぱいの子どもたち。こ
の日は大型ブロックを並べて、みんな仲
良く電車ごっこ♪

地域のイベントで高齢者疑似体験

毎年 3 月は、卒園に向けて卒園児が手形
でさくらの花びらを作ります。これに保護
者や職員のメッセ—ジを貼ったのを見ると、
涙があふれてきます。

ジャガ芋収穫 高齢者疑似体験会
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WAC千葉� 川原 健一
〶	260-0013　千葉県千葉市中央区中央1-10-10-406
☎	043-225-4224　 office@f-angel.jp
地域における介護相談や関連事業の紹介などを行っています。介護保険事業所
と提携して介護サービスを安心して受けられるように、専門相談員が親切丁寧に
サポートしています。事業のマスコットキャラクタ
ーを作りました。K は、親切（Kind）な手助けに
は、正しい知識（Knowledge）と継続（Keep）
する力が大事というメッセージです。キャラクター
が子供なのは次世代に続くように希望を込めてで
す。元気な高齢者が、ハンディキャップのある高
齢者を支援する社会構築にも取り組んでいます。

千葉ケア企業組合� 町野 美和
〶	261-0011　千葉県千葉市美浜区真砂1-10-18
☎	043-278-9298　 machinomiwa@bi-10.net
介護保険事業として、地域密着型通所介護、訪問介護を実施しています。助け
合い活動として、通院介助や薬受け取り代行、配食・洗濯サービスなども行っ
ています。介護予防のための健康マージャンも実施しています。

ふれあいネットまつど� 細嶋 千広
〶	270-2241　千葉県松戸市松戸新田433-35
	 NPO法人たすけあいの会ふれあいネットまつど
☎	047-710-7450　 fnm2011@r4.dion.ne.jp
	https://fnm2011.okoshi-yasu.com/
	https://www.facebook.com/fnm2011
	https://x.com/fnmabc

「困ったときはお互い様」の精神のもと、たすけあい活動を行っている福祉
NPO です。2025 年秋に事務所を移転し、新たな拠点で活動を再開しました。
ふれあいサービス（有償ボランティア活動）、「ふれあいの居場所みんなんち」
の活動、介護保険による居宅介護支援・訪問介護を実施しています。ふれあい
サービスでは、車を使った外出支援、家事援助、通院同行、「みんなんち」の活
動では、体操・健康マージャン、歌の時間などを実施しています。

ふれあい大網� 佐藤 廣子
〶	299-3263　千葉県大網白里市柳橋736-13
☎	0475-72-5022　 fureais@wine.plala.or.jp
	http://www.fureais.co.jp/

高齢者疑似体験、認知症疑似体験研修を年に 6 回ほど行っています。居宅介護
支援事業、訪問介護事業、サービス付き高齢者住宅の運営、初任者研修、実務
者研修を行っています。サービス付き高齢者住宅
では畑を耕し、収穫したものを皆で味わっています。

WAC認知症改善相談センター� 鷹野 義量
〶	160-0011　東京都新宿区若葉1-22-16
	 四谷ASTY207号室（担当：石川裕子）
☎	03-6380-5205　 03-6380-5549
shinshintokyo2018@gmail.com

昨年度も心身機能活性療法初級指導士認定研修会を東京都、愛知県で実施し、
心身活性教室は青森・栃木・福井・愛知・三重・島根の各県で継続的に行わ
れています。11 月には、NPO 法人日本心身機能活性療法指導士会として指導
士交流研修大会を東京都江東区の森下文化センターにおいて、対面で 6 年ぶり

に行いました。その際の活動報告として、東京
都豊島区の病院で「心身療法」の実践が始ま
ったこと、愛知県心身サロンの活動でアスペル
ガー症候群の児童、ダウン症・重度知的障害
を持つ児童の目覚ましい成長が参加者の感動を
呼びました。各地での「心身活性教室」での
活動においても参加者の健康維持向上に素晴ら
しい結果が発表されました。こうした活動を指
導する指導士養成研修会が海外の香港でも実
施され、たくさんの新しい指導士が誕生しました。

渋谷介護サポートセンター� 服部 万里子
〶	150-0046　東京都渋谷区松濤1-1-3　松濤栄光ビル4階
☎	03-3469-4361　 npo@shibuyakaigo.com
	http://www.shibuyakaigo.com/

介護保険開始と同時に NPO 法人（特定非営利活動法人）を立ち上げ、渋谷区
民を対象に居宅介護支援（ケアマネジメント）を続けてきました。ポイント活動
は第一がケアマネジメントで、24 時間対応しています。第二として毎月ケアマ
ネジャーや地域の介護サービス事業者向
けの研修会を開催しています、現代の話
題や介護保険の最新情報などをテーマと
して実施しています。2025 年 5 月、6
月はルーテル学院大学名誉教授、福山和
女先生に「人の尊厳とスーパービジョン
体制」をテーマに 2 カ月連続で講演して
いただきました。

WACさしすせそ� 藤井 多津子
〶	145-0065　東京都大田区東雪谷4-6-8
☎	03-3728-6540
jijiwakuroneko@yahoo.co.jp

品川区高齢者介護予防事業を WAC 本部と協働し
て、「シニアのためのやさしい手料理教室」（品川
福祉専門学校と荏原文化センターの 2 カ所）、「高
齢者外出習慣化事業」（大井林町高齢者複合施設
集会所）の 2 事業を行っています。西大井いきい
きセンターの食堂も運営しています。

Ribinet（福祉理美容師ネットワーク）� 戸塚 貴博
〶	216-0026　神奈川県川崎市宮前区初山1-38-3
☎	044-976-9995　 houmonribiyou@gmail.com
	https://ribinet.com/
	https://www.facebook.com/ribinetwork
	https:/x.com/ribi_net

訪問理美容業界のすそ野を広げ、技術者の雇用促進や専門的で安全性の高いサ
ービスを提供できるように努めています。介護施設だけでなく、一番施術が困難
とされる在宅の人に対応できる訪問理美容師を育成しています。

WACプライム・ケア・トレーニング（WAC P.C.T）� 前田 宏興
〶	241-0836　神奈川県横浜市旭区万騎が原29
	 横浜万騎が原行政書士事務所内
☎	045-391-3501　 gonatuo@gmail.com
本邦介護保険事業者、障害者支援団体および在留
外国人に対して就労諸問題、介護資格の取得、在
留資格についての相談支援を実施。特定技能在留
資格の取得就労支援を実施しています。育成就労
支援機関設立準備中。

七夕飾りの前で写真に納まる通所介護「デ
イサービスまさご」の利用者たち

町内会の防災訓練に「デイサービスまさご」
の利用者とともに参加

NPO 法人の総会を終えて、出席者で
記念撮影

マスコットキャラクター

初任者研修の受講者がショッ
ピングセンターで高齢者疑似
体験

シニアのためのやさしい手料
理教室

外国人支援団体スタッフの誕
生会の様子 サービス付き高齢者住宅の入居者の 100 歳のお祝い

車いすごと乗れる福祉車両で楽しく外出 ふれあいの居場所「みんなんち」では、み
んなでワイワイ過ごします。

発達障害児に心身療法を実践
しています。
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WAC第三者評価を考える会� 堀越 ひろみ
〒211-0012　神奈川県川崎市幸区
hh03831hh@yahoo.co.jp

WAC が 2005 年から続けている事業「東京都福祉サービス第三者評価事業」
をご存じでしょうか？　わたしたちが子どもを産み育て、障害をえて、高齢にな
って使う福祉サービスの事業所に「第三者」が入り、市民の目線でサービス内
容を見ていくものです。WAC では東京都から承認を受けてこの東京都の評価
基準に則った評価を続けています。東京都の基準は評価項目の作り方がしっかり
としていて、福祉サービスに不慣れな人にとっても、利用者や家族としてもどこ
の視点から経営内容やサービス内容を確認したらよいか、評価の手順が作られ
ています。評価する側だけでなく、福祉サービスを経営する経営層も、従事す
る職員も、利用者・利用者家族も一緒になって評価活動に参加できるような仕
組みが作られています。近年この第三者評価は義務化されるサービスの分類が
増え、特に保育現場に限らず、子育ての分野の事業も評価の義務化が進んでい
ます。社会的に擁護されるべき児童や女性への支援事業や学童保育といった事
業も評価を受けなければならなくなっています。依拠する法律もさまざまで勉強
すべきこともどんどん増えてきました。この会は、2011 年から評価活動を続け、
WAC 第三者評価事務局も担うベテランから評価件数の少ない評価者新米までが
集い、これまでの評価分野に加え、新しい法制度に基づく福祉サービスの評価
視点などを互いに学び、WAC 第三者評価事業の経験と蓄積がさらに今後の事業
に生かされるようにとの思いで設立されました。

中部
Garage Cafe ホッとスペースMyu� 三浦
〶	400-1515　山梨県中央市高部
hot.s.myu5987@maroon.plala.or.jp

毎週 1 回実施している百歳体操は、市内で一
番小さなグループ。コロナ蔓延時の中断はあ
りましたが 7 年目に入り、今月 300 回目を迎
えて最多記録となっています。地元の社協の
協力で講師を迎えてのイベントを計画中です。

「キャパシター・こころと体のセルフケア体操」
は不定期開催です。昨年創始者のパトリシ︎・
アケイン博士が急逝された折、他県のグルー
プメンバーと再会する機会も得て、改めて細々でも継続することを確認しました。
居場所機能、憩いの場としての『絵本カフェ』は、開設時間の延長や利用者の
拡大に向けて PR を検討しています。傾聴茶話会は、2 会場の定例開催が定着
してきましたが、メンバーが固定しているため、さらに市民への周知が必要との
意見を受け、検討を始めました。昨年から始めた健康麻雀は、月 2 回実施で定
着してきました。無報酬で教えてくださっている講師の元大学教授が月 1 回寄稿
している地元新聞の記事で「～寿命延命ツール『健康麻雀』～」として、こち
らで行っている麻雀にも触れてくださいました。『世知辛くかつ無味乾燥な現代
社会における老後に、こんなにも楽しい時の過ごし方があったのか』と。教えて
いただいている私たちメンバーも皆同感です。程よい緊張感もあり、勝敗に関わ
らず笑顔に満たされています。近隣の方との交流の場として、日常に溶け込ん
だ事業を継続していきたいと思います。

WAC清水さわやかサービス� 松本 利枝
〶	424-0929　静岡県静岡市清水区日立町24-17
☎	054-336-8844
wacshimizu@sepia.ocn.ne.jp
	http://wac-shimizu.com/

「困った時はお互いさま」を理念に、「居場所
わくわく亭」では近隣の方々が共に体操をし
たり、小物の手作りを楽しんだり、蕎麦打ち
を行ったり、地域のコミュニティの場として
活動しています。介護保険事業では居宅介
護支援事業を運営しています。「さわやかサ
ポート」は生活支援、受診同行など介護保
険ではできないことを、また「認知症家族会
SUNSUN」は家族同士のつながりの場とし
て隔月で開催。2026 年 6 月からはオンライ
ンで家族介護者支援「介護者アカデミー」を
東京の NPO 法人 UPTREE と共催で行って
います。

WAC介護ふじ� 佐橋 満智子
〶	454-0921　愛知県名古屋市中川区中郷3-337
☎	052-354-1274　 052-351-5002
地域密着型で介護保険制度施行前から「あったか介護」で暮らしのサポートに
務めてきました。介護保険制度では、訪問介護、予防専門型訪問サービス、生
活支援型訪問サービスなどを実施しています。

近畿
WAC近畿ネットワークセンター� 高倉 幸次
〶	525-0055　滋賀県草津市野路町171-8
☎	090-3168-2694　 koushou8942@docomo.ne.jp
2022 年度に、日本財団助成事業「コミュニティカフェ等、地域共生社会のた
めの活動の担い手育成」の京都会場分を WAC 本部と連携して開催しました。
WAC さくらんぼ京都と協働で行いました。

ほっとケアまほろば� 高倉 幸次
〶	525-0055　滋賀県草津市野路町171-8
☎	090-3168-2694
koushou8942@docomo.ne.jp

お写経と法話の会を月 1 回、市民交流プラザ
で開催しています。コロナ禍で中断していた
古社寺巡礼など、外へ出る活動を再開しました。

WACさくらんぼ京都� 石田 淑子
〶	615-8241　京都府京都市西京区御陵谷町17-12
☎	075-392-0443　 nql28521@nifty.com
月 2 回の掃除と電話による話し相手、安否確認などを行っています。

WACわかやま� 松本 美香
〶	640-8137　和歌山県和歌山市吹上2-6-40　妙法寺境内
☎	080-4244-1189　 wacwakayama@gmail.com
	https://wacwakayama.wixsite.com/wacwak

和歌山県民に向け、高齢者疑似体験の「う
らしま太郎」「つくし君」を実施。月 1 回
の託児グループ「ポピンズ」の活動、和歌
山市および周辺でサポートを必要とする和
歌山県民の生活支援、つどいの場の提供、
保育サポーター養成講座、託児ルームの開
設、保育者派遣のコーディネートなどを行
っています。

四国
WACわをん� 重松 美穗
〶	794-0056　愛媛県今治市南日吉町2-2-38
☎	0898-25-3226
wawon@estate.ocn.ne.jp　 http://wawon-imabari.jp/
	https://www.facebook.com/NPO法人-わをん-852093854944865/

「心の交通バリアフリー研修」は愛媛県バス協会と協働で 2004 年度から実施し
ており、毎年バスの乗務員さんたちへの高齢者疑似体験研修と認知症疑似体験
研修を実施しています。また、小・中学生の高齢者疑似体験も継続していて、「ひ
とにやさしいまちづくり」を目指して頑張っています。

京都・鞍馬寺の多宝塔前で

茶話会のお菓子は、畑から採って
きたばかりの野菜を使って手作り
です。

介護者アカデミーのチラシ

高齢者疑似体験

バスでの高齢者疑似体験
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『ふれあいねっと』は、個人会
員528 人（うち個人正会員
73人）のほか、以下の法人・
団体のご協力により、発行して
います。

Nウェアラブル環境情報ネット推進機構／
（一財）高齢者住宅財団／（公財）さわやか福祉
財団／NSSSネットワーク／（公財）テクノエ
イド協会／N東京山の手まごころサービス／

（一社）日本産業カウンセラー協会／N日本心
身機能活性療法指導士会／（一社）日本青少年
育成協会／久光製薬㈱／Nりすシステム／
YKK AP㈱
※五十音順。㈱＝株式会社、（一財）＝一般財団
法人、（公財）＝公益財団法人、（一社）＝一般社団
法人、N＝NPO法人

表紙の写真は：
右上隅◦千葉県福祉ふれあいプラザの園芸ボ
ランティア体験で受け入れ先代表の話を聞く
受講生たち
題字下左から◦WAC 会議室で開かれた定時
総会（P2 ～ 5）◦WAC さしすせその「シ
ニアのためのやさしい手料理教室」（P9）
その下左から◦WAC 認知症改善相談センタ
ーの香港での心身機能活性療法指導士養成
研修会（P9）◦WAC わかやまの一時預かり
保育（P10）
最下段◦水族館でカメを眺める WAC まご
ころサービスみやぎの保育園児たち（P8） 
◦Garage Cafe ホッとスペース Myu が昨
年から始めた健康麻雀（P10）◦WAC 清
水さわやかサービスの認知症家族会のチラシ

（P10）

あなたの暮らしをもっと豊かに、生き生きと
公益社団法人長寿社会文化協会 へ

入会しませんか！
WACはWonderful Aging Clubの略

楽しく年を重ねていきましょう！
個人賛助会員の年会費は3,000円

会員誌『ふれあいねっと』が届きます
（個人正会員の年会費は、10,000円）

●WAC会員の特典●
会員が安心してWACの活動に取り組めるよう、会員補償制度を設けています。

●ご入会およびお問合せ●
〠 105-0011 東京都港区芝公園 2-6-8 日本女子会館 1階　公益社団法人長寿社会文化協会

03-5405-1501㈹

●年会費のお振込先●
ゆうちょ銀行振替口座　00150-1-33737　公益社団法人長寿社会文化協会

次の理事会は10月 16日に
WAC は今年度の理事会と常務理事会の日程を決めました。
理事会は、10 月 16 日、1 月 27 日、3 月 16 日です。常務理事会は、9 月 18 日、

10 月 16 日、12 月 18 日、1 月 27 日、2 月 5 日、3 月 16 日です。
 いずれも理事会は 14 時から、常務理事会は 13 時から開きます。

写真は 6 月 25 日に開催した総会の出席者です。
前列左から昆布山良則、小町純一、平野陽子、服部万里子、金子賢二。後列左から河部誠一、若林麻衣、
伊東修平、前田宏興、高倉幸次、浅川澄一、向井隆泰。升田忠昭と鷹野義量も出席した。（いずれも敬称略）
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ご注文
お送り先の郵便番号、住所、電話番号、氏名、希望の号、冊数を下記までお知らせください。

◦ E-mail：iken@wac.or.jp　◦ FAX：03-5405-1502　◦ TEL：03-5405-1501
公益社団法人長寿社会文化協会

「ふれあいねっと」バックナンバーのご案内
1 冊 400 円、かわら版は 1 部 100 円（いずれも税込）＋送料でお分けします。代金後払い（郵便為替・銀行振込、手数料お客様負担）
です。
在庫がなくなり次第販売終了となりますので、あらかじめご了承ください。

・	コミュニティカフェの
	 全国交流会を開催
	 認知症カフェ 13 カ所の運営者
	 「赤ちゃん食堂」の開設者
	 開設支援講座の受講者が発表
	 「Cafe から街づくりへ」
・	高齢者疑似体験の研修
	 シンガポールの学生向けに
	 大手住宅設備機器の会社で

2026年3月号（No.292）
・	WAC定時総会
	 服部万里子理事長を再選
	 常務理事４人も再選
	 定時総会を開く
・	主要事業の報告
	 9 〜 10 月に東京で「コミュニティ

カフェ 3-DAY 講座」を開催
	 第三者評価は障害者施設が 5 件と増

加
	 盛況の千葉ふれプラ・トレーニング

センター
	 品川区から「就業支援事業」を受託
・	全国のWACポイント一覧

2025年8月号（No.291）

・	コミュニティカフェの
	 全国交流会を開催
	 実践者 4 人が活動をスピーチ
	 受講生 5 人がカフェプランを発表
	 14 グループでテーマ別討論
・	主要事業の報告
	 講演と映画で認知症を理解
	 ―千葉ふれプラ
	 Chubb 損保で初のうらしま研修

2025年3月号（No.290）
・	Message（服部万里子 理事長）
	 「参加型長寿社会」を目指して
・	WAC定時総会
	 収支差はマイナスに
	 理事長の交代を報告
・	主要事業の報告
	 コミュニティカフェ全国交流会を 4

年ぶり開催へ
	 高齢、障害、子どもで 29 件の評価

を実施
・	全国のWACポイント一覧

2024年8月号（No.289）

・	Message（高倉幸次 理事）
	 一番ヶ瀬康子元会長との出会い
・	認知症ケアの啓発イベント
	 「千葉県福祉ふれあいプラザ」
	 で開催
・	介護保険の訪問介護報酬がダウン
	 事業者に危機感広がる
	 ヘルパー裁判、最高裁に
・	「編集長の眼」No.13

2024年3月号（No.288）
・	Message（升田忠昭 理事長）
	 シニアがいきいきと暮らせる社会を
	 4 期目の理事長として
・	定時総会と理事会を開催
	 升田理事長を 4 選
	 コロナ禍でも 331 万円の黒字
	 会員減少は続く
・	全国のＷＡＣポイント一覧
・	事務局長の小林里美さんが逝去

2023年8月号（No.287）


